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2012年より、火災発生時に素早く消火器を持って現場に駆けつけ、初

期消火に努めて頂くため街区役員の皆様に消火器を引継ぎ配布しており

ましたが、本年度消火器の使用期限が切れるのを機会に関係者で見直しを検討してきま

した。その結果、次のような理由でこの制度を廃止するこ

とになりました。

◇配布して10年を経過。薬剤交換では容器の耐圧検査が必

要で、費用比較では新品購入が妥当。しかし１本7,000円

弱で28万円ほどかかる。

◇住民の高齢化に伴い４kgほどある消火器を抱えて火災現

場に駆けつけることは非現実的。

◇初期消火のためには各家庭で持つことが必要…などです。

なお、消火器使訓練は適宜必要です。コロナ禍のため３年間実施して

いませんでしたが今後は工夫して訓練を行いたいと思います。

―高齢化を意識した防災の再構築を―

防災部長を仰せつかって９ヶ月になりました。

この９ヶ月、思い通りの活動が出来なかったと反省して

おります。コロナ禍の影響もありますが、住民の高齢化が

進んで、自主防災委員会の世代交代も進んでおらず、11年

前と同じメンバーが活動しております。

活動は、当時構築した仕組みのままで新鮮さに欠けた状

態にあります。高齢化が進んだ集団の防災を構築する時期

に来ているように思います。残された３ヶ月で考えてみたいと思っております。

皆さんからもご意見をお寄せください。今年もよろしくお願いします。

防災部長 日高 忍

「大磯町災害救援ボランティアの会」では町内各地域

を防災上の見地から見て回っています。12月3日は石神

台でした。石神台防災部や石神台住民の会員が地形や地

盤について資料を基に説明した後、全域を見て回りまし

た。資料は主に石神台にお住まいの柏木功男様から提供して頂きました。ここに柏木様にお礼申し

上げます。なお、この防災巡回については町内全世帯に回覧される同会の広報紙1月1日付け「大磯

の仲間たちへ」第22号に掲載されています。（Ｍ.Ｓ）

初日の出 プリンスホテル前海岸より


